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1  は  じ  め  に

現在イネホールクロップサイレージの収穫。調製作業は、

①コンバイン型専用収穫機(以下コンバイン型)②フレール

モア型専用収穫機(以下フレールモア型)③牧草用ベーラ

ーを用いたそれぞれの方式によつて行われている。サイレー

ジの発酵には、材料草の水分含量や収穫方式が影響すると

考えられるが、秋田県においては新たな飼料イネの取り組み

が始まつてから3年程度 (H13～ )しか経過しておらず、専用

収穫機で調製されたサイレージのデータも少ない状況にあ

る。そこで、収穫方式がイネホールクロップサイレージの発酵

特性及び栄養価に及ぼす影響について検討を行つた。

2試 験 方 法

(1)農家から収集したサイレージの検討

イネホールクロップサイレージの収集は、秋田県内の農家

から平成 14年度及び 15年度のH月 ～2月 にかけて、添加剤

を用いることなく、年度内に調製されたものを中心に行った。

収穫方式としてコンバイン型、フレールモア型及び牧草用
ベ

ーラーで調製されたロールからそれぞれサンプリングを行い

計73点を分析に供した。発酵品質の分析は、サイレージを5

mmに切断後、蒸留水によるhh出を行い、pH、 VBN/TN及び

有機酸について行つた。栄養成分の分析はサイレージを70

℃で48時間乾燥した後粉砕し、粗蛋自質、OCW、 Oa、 Obに

ついて行つた。TDNは推定式
°により求めた。

(2)同 一回場から同一時期に収穫されたサイレージの検討

材料草は、当場近隣の神岡町神官寺の水 IH(面積30a)に

おいて平成14年 4月 19日 に播種、5月 23日 に移植を行つた

「ふくひびき」であり、施肥量は、堆肥2t/10a、 基肥として窒

素8kg/10a、 追肥として窒素3kg/10aで ある。収穫は
コンバイ

ン型専用収穫機とフレールモア専用収穫機により、それぞれ

糊熟期 (コンバイン型8月 23日 、フレールモア型8月 22日 )及

び黄熟期 (コンバイン型、フレールモア
ntlぃずれも9月 10日 )

に行つた。調製されたロールは屋外で保管し、調製 2ヶ月

後、8ヶ月後 (黄熟期調製のみ)及び 14ヶ月後に1～ 2個づ
つ

開封した。開封後、ロールの上部、中部及び下部からサンプ

リングをし、それぞれについて分析を行い、その平均値を当

該ロールの値とした。分析は(1)と 同様の方法で発酵品質に

ついて行つた。

3 試験結果及び考察

(1)農家から収集したサイレージの検討

表 1に収穫方式と発酵品質を示した。水分含量は牧草用

ベーラーが他の2方式より低く、コンバイン型とフレールモア

型に差は無かった。pHは牧草用ベーラーの値が最も高く、

次いでコンバイン型であり、フレールモア型が最も低く、それ

ぞれ有意な差が認められた。乳酸含量、酪酸含量、VBN/T

Nの値はフレールモア型が他の2方式と比較して有意に高い

値を示した。V scoreは 牧草用ベーラーが最も高い値であり

フレールモア型の値の間に有意な差があつた。

収穫方式を比較すると、フレールモア型専用収穫機は平L

酸含量が最も高い値であった。サイレージの特性として、材

料草を切断して調製すると、t7」 断日から出る水分及び糖分

を手L酸菌が利用しやすくなるため、平L酸発酵が促進される。

フレールモアntl専用収穫機は、刈り取り部分がフレールモア

になつており、材料のイネをたたき切るようにして収穫する。

そのため、切断・傷つけられる箇所が多くなり、平L酸発酵が

進むものだと考えられた。しかし酪酸含量及びVBN/TNも高

い値であり、平L酸発酵だけでなく不良発酵も進んでいたもの

と考えられた。

表2に収穫方式と栄養価を示した。サイレージの粗蛋白質

含量及びTDN含量に収穫方式の違いによる大きな差はみら

れなかつた。

収穫方式により作業時の材料損失率が異なり、フレール

モア型はコンバイン型より乾物損失率が大きく、特に籾の損

失率が多い。その損失率が栄養価に影響を及ぼす可能性

が推察されたが、今回の専用機のデータでは、粗蛋自質含

量及びTDN含量に大きな差がないという結果であつた。

(2)同一回場から同一時期に収穫されたサイレージの検討

表3、 4にコンバイン型、フレールモア型の開封時期別の発

酵品質を示した。黄熟期に調製したサイレージは、どちらの

収穫機においても、開封時期が進むにつれ,H及びV score

が低い値となった。しかし14ヶ月後の開封時のV scOreは、
コ

ンバイン型で85,点、フレールモア型で67点であり、品質判定

では可であり、給与上問題がある値ではないと考えられた。

一方、糊熟期に調製されたサイレージは、どちらの収穫機に

おいても、2ヶ月後の開封でV score60点以下の不良サイレ

ージであつた。フレールモア型の糊熟期収穫の14ヶ月後の

開封はV scorOが 73点と高かったが、酪酸含量は黄熟期に
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調製されたものより高かった。収穫方式を比較すると、フレー

ルモア型のサイレージはpHが低く浮L酸含量が高かったもの

の、酪酸含量も高かった。

今回、専用収穫機により、水分60～ 65%の収穫適期であ

る黄熟期に調製されたサイレージは、1年以上 (14ヶ月)の保

管でも、安定した保存が可能であった。しかし水分含量が70

%以上の糊熟期に調製されたサイレージでは、酪酸発酵が

進行し、サイレージの品質が不良であった。予乾を行わない

専用収穫機であるが、水分含量が発酵品質に及ぼす影響

は大きく、良質サイレージを調製するためには、黄熟期の適

期収穫が重要だと考えられた。

4ま と め

フレールモア型によつてI13製されたサイレージは、コンバ

イン型及び牧草用ベーラーで調製されたものよりpHが低く、

手L酸含量が高かったが、粗蛋自質含量及びTDN含量には、

差が認められなかった。また、黄熟期に調製し1年以上保管

したサイレージの発酵品質は、フレールモア型及びコンバイ

ン型ともV scoreの判定で可以上だったが、糊熟期に調製さ

れたサイレージは不可の判定であった。
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表1 収穫方式と発酵品質 (現物中)

フレールモア型

+66a 54■ 08a  042± 029a  0 16±
6461L40a 43二L07b  124± 053b  026ニヒ017

0041006a   34± 27a  953二L92
008± 0 13b   56± 26b  902± 118a

■105b 6

フレールモア型     20 64■ヒ12   509■ 19
68± 1 2   520± 1 9牧草用へ'―ラー  24

注)平均値土標準偏差
TDN=54297+1205× Oa-109× Ob-0462× CA

黄熟期  8ヶ月後   2    613  59  032   017   001    32    985
黄熟期  14ヶ月後   1    647  47  040   034   016    49    849

4 フレールモア型専用収 たサイレージの発

翠調昇為男月    2ヶ月後       1        73 8     48     0 2r      tl ou      u 3υ

_ 精塵塾■  14ク月後 _ 1   713  45  062  074  027
黄熟期  2ヶ月後   1    633  62  022   012   001

1         723 043     043

黄熟期  8ヶ月後   2 638     44     098 038      0 17        66

黄熟期  14ヶ月後   1    639  43  101   089   019   105   671

H3
115
40

574
589
992

594
727
827
818
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